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  （百万円未満切捨て）

1．2021年3月期第2四半期の連結業績（2020年4月1日～2020年9月30日） 

（1）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
   

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2021年3月期第2四半期 7,205 △19.0 16 △97.2 29 △95.2 44 △90.2 

2020年3月期第2四半期 8,893 △23.1 597 19.4 620 18.5 455 29.6 
 
（注）包括利益 2021年3月期第2四半期 38 百万円 （△91.3％）   2020年3月期第2四半期 444 百万円 （23.4％） 

 
 

  1株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
1株当たり 

四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

2021年3月期第2四半期 6.56 6.44 

2020年3月期第2四半期 67.03 66.10 

 

（2）連結財政状態 
  
  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

2021年3月期第2四半期 16,197 12,126 72.7 

2020年3月期 18,667 12,195 63.5 
 
（参考）自己資本 2021年3月期第2四半期 11,775 百万円   2020年3月期 11,845 百万円 

 

2．配当の状況 
 

 
年間配当金 

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2020年3月期 － 16.00 － 17.00 33.00 

2021年3月期 － 11.00      

2021年3月期（予想）     － 22.00 33.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

2021年3月期（予想）期末配当金の内訳 普通配当 12円00銭 記念配当 10円00銭（創立50周年記念配当） 

 
 
3．2021年3月期の連結業績予想（2020年4月1日～2021年3月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
  

  売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属 
する当期純利益 

1株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 17,700 △4.8 660 △42.1 680 △42.3 420 △45.4 61.77 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 
 

 



※  注記事項 

（1）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 

（注）詳細は、添付資料Ｐ．7「2．四半期連結財務諸表及び主な注記（3）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。 

 

（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無 

②  ①以外の会計方針の変更 ： 無 

③  会計上の見積りの変更 ： 無 

④  修正再表示 ： 無 

 

（4）発行済株式数（普通株式） 
 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2021年3月期2Ｑ 7,694,080 株 2020年3月期 7,694,080 株 

②  期末自己株式数 2021年3月期2Ｑ 893,080 株 2020年3月期 894,367 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2021年3月期2Ｑ 6,800,451 株 2020年3月期2Ｑ 6,797,077 株 

 

 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注

意事項等については、添付資料Ｐ．2「1．当四半期決算に関する定性的情報（3）連結業績予想などの将来予測情報

に関する説明」をご覧ください。 
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1．当四半期決算に関する定性的情報

（1）経営成績に関する説明

当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い政府により発出された

緊急事態宣言は解除されたものの、感染は全世界規模で拡がり続け、国内においても再び拡大する状況下にありま

した。このような環境の中、個人消費や経済活動は一時期の極めて厳しい状況からは幾分かの持ち直しが見られる

ものの本格的な回復までには時間を要するなど引き続き厳しい状況となりました。 

建設業界におきましては、公共投資は底堅く推移するものの、新型コロナウイルス感染症の影響から民間の設備

投資や住宅投資は弱含みで推移いたしました。また、感染症拡大で懸念されておりました建築資材供給の停滞等に

よる施工計画の中止や工事の延期は限定的であった一方で、事業規模の小さい企業で働く現場作業員の雇用を守る

ことなどが課題として残された状況にあります。 

このような状況のもと、当社グループにおきましては、当連結会計年度は2018年6月に掲げた中期経営計画の最終

年度となり、引き続き全社を挙げ目標の達成に向け取り組んでおります。また、新型コロナウイルス感染症への対

応は、国土交通省の「新型コロナウイルス感染予防対策ガイドライン」を基本とするなど万全の施工体制等を整え

るものの、受注活動には少なからず影響を受ける状況が続いております。 

以上の結果、当第2四半期連結累計期間の売上高は、物流施設を中心とした地盤改良工事やデータセンターの杭工

事が増加したものの、土木の鉄道関連の杭工事が端境期となり減少したことに加え、受注環境の変化や高速道路関

連工事が一服したことなどが重なり72億5百万円（前年同期比19.0％減）となりました。また、利益につきまして

は、主に利益に寄与する大型工事の施工が少なかったことから工事利益率が低下し、営業利益は16百万円（前年同

期比97.2％減）、経常利益は29百万円（前年同期比95.2％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は44百万円

（前年同期比90.2％減）となり減収・減益となりましたが、大型工事の受注と施工が第3四半期以降となることか

ら、通期業績は概ね計画通りに推移する見通しであります。 

 

（2）財政状態に関する説明 

当第2四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ24億70百万円減少し、161億97百万円となり

ました。これは主に現金預金が9億28百万円、受取手形・完成工事未収入金等が4億7百万円、電子記録債権が11億34

百万円減少したことによるものであります。 

負債合計は、前連結会計年度末に比べ24億1百万円減少し、40億71百万円となりました。これは主に支払手形・工

事未払金等が13億23百万円、未払法人税等が3億96百万円、流動負債のその他で消費税の未払金などが6億49百万円

減少したことによるものであります。また、純資産合計は、前連結会計年度末に比べ69百万円減少し、121億26百万

円となりました。これは主に利益剰余金が72百万円減少したことによるものであります。 

 

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2021年3月期の連結業績予想につきましては、2020年8月7日に公表いたしました連結業績予想に変更はありませ

ん。
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2．四半期連結財務諸表及び主な注記

（1）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 
(2020年3月31日) 

当第2四半期連結会計期間 
(2020年9月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 9,332,276 8,404,027 

受取手形・完成工事未収入金等 3,516,734 3,108,963 

電子記録債権 1,852,767 718,482 

未成工事支出金等 573,555 719,700 

未収入金 602,023 489,261 

その他 64,389 62,808 

貸倒引当金 △2,034 △400 

流動資産合計 15,939,712 13,502,843 

固定資産    

有形固定資産 2,461,456 2,358,059 

無形固定資産 31,683 42,802 

投資その他の資産    

その他 253,540 312,271 

貸倒引当金 △18,476 △18,398 

投資その他の資産合計 235,063 293,873 

固定資産合計 2,728,203 2,694,734 

資産合計 18,667,916 16,197,577 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 
(2020年3月31日) 

当第2四半期連結会計期間 
(2020年9月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 4,059,791 2,736,590 

未払法人税等 440,550 44,482 

未成工事受入金 281,854 222,699 

工事損失引当金 8,000 8,200 

その他の引当金 102,790 110,403 

その他 1,010,805 361,135 

流動負債合計 5,903,792 3,483,511 

固定負債    

退職給付に係る負債 487,559 494,113 

引当金 46,759 57,850 

その他 34,024 35,618 

固定負債合計 568,343 587,582 

負債合計 6,472,135 4,071,093 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,710,900 1,710,900 

資本剰余金 2,397,716 2,397,716 

利益剰余金 8,200,393 8,127,605 

自己株式 △479,764 △478,899 

株主資本合計 11,829,244 11,757,322 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 23,735 25,583 

為替換算調整勘定 △7,109 △7,256 

その他の包括利益累計額合計 16,626 18,326 

新株予約権 74,685 84,212 

非支配株主持分 275,223 266,622 

純資産合計 12,195,780 12,126,484 

負債純資産合計 18,667,916 16,197,577 
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（2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第2四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第2四半期連結累計期間 

(自 2019年4月 1日 
 至 2019年9月30日) 

当第2四半期連結累計期間 
(自 2020年4月 1日 
 至 2020年9月30日) 

売上高 8,893,766 7,205,688 

売上原価 7,376,152 6,309,120 

売上総利益 1,517,613 896,568 

販売費及び一般管理費 919,748 879,807 

営業利益 597,864 16,760 

営業外収益    

受取利息 149 63 

受取配当金 3,078 1,913 

仕入割引 10,664 8,785 

物品売却益 1,858 1,600 

為替差益 2,854 － 

その他 4,410 2,164 

営業外収益合計 23,015 14,526 

営業外費用    

支払利息 41 47 

売上割引 263 412 

為替差損 － 684 

その他 － 222 

営業外費用合計 304 1,365 

経常利益 620,575 29,921 

特別利益    

固定資産売却益 36,799 2,699 

特別利益合計 36,799 2,699 

特別損失    

固定資産処分損 61 1,033 

特別損失合計 61 1,033 

税金等調整前四半期純利益 657,313 31,587 

法人税等 212,913 △5,342 

四半期純利益 444,399 36,929 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △11,238 △7,701 

親会社株主に帰属する四半期純利益 455,638 44,631 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第2四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第2四半期連結累計期間 

(自 2019年4月 1日 
 至 2019年9月30日) 

当第2四半期連結累計期間 
(自 2020年4月 1日 
 至 2020年9月30日) 

四半期純利益 444,399 36,929 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 2,068 1,847 

為替換算調整勘定 △2,457 △147 

その他の包括利益合計 △388 1,700 

四半期包括利益 444,011 38,630 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 455,249 46,331 

非支配株主に係る四半期包括利益 △11,238 △7,701 
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（3）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算） 

税金費用については、当第2四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、当

該見積実効税率を用いて計算すると著しく合理性を欠く場合には、法定実効税率を使用する方法によっておりま

す。
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（重要な後発事象）

（取得による企業結合） 

当社は、2020年10月23日開催の取締役会において、株式会社広島組及び亀竹産業株式会社の発行済株式の全株式

を取得し、完全子会社化することについて決議いたしました。当該決議に基づき2020年10月23日付で株式譲渡契約

を締結し、2020年10月30日付で全株式を取得いたしました。 

 

1．企業結合の概要 

（1）被取得企業の名称、その事業の内容及び規模 

① 被取得企業の名称  株式会社広島組 

事業の内容     杭工事、地盤改良工事及び土留工事 

資本金の額     30,000千円 

② 被取得企業の名称  亀竹産業株式会社 

事業の内容     土木建築用機械並びに工具の販売、修理及びリース 

資本金の額     10,000千円 

 

（2）企業結合を行った主な理由 

当社グループは、土木及び建築構造物の基礎工事を通じて、上部構造物を利用されている全ての方々に「安

全」と「安心」をお届けすることを主な事業としております。また、当社は基礎工事分野におけるリーディング

カンパニーとして、変化する社会のニーズを先取りし、常に技術の革新や工法の開発及び普及に積極的に挑戦す

ることで、企業価値を増大させ株主や取引先などのステークホルダーの期待に応える企業を目指してまいりまし

た。 

一方、株式会社広島組は1967年に設立された会社であり、回転埋設工法であるHIT工法を開発するなど、長年

関西地区を拠点として杭工事や杭抜工事及び地盤改良工事などの基礎工事を手掛ける企業であります。また、亀

竹産業株式会社は、土木建築用機械や工具の販売、修理及びリースなどを行う企業であります。 

今般の株式取得は、中期経営計画に掲げる将来の成長に繋げる戦略的な投資の一環として、これまで当社グル

ープが手掛けてこなかった杭抜工事への参入や今後インフラ整備等の需要増が見込まれる関西地区での施工体制

及び営業力の強化などが可能となり、事業の発展拡大が期待できるものと考えております。 

 

（3）企業結合日 

2020年10月30日 

 

（4）企業結合の法的形式 

現金を対価とする株式取得 

 

（5）結合後企業の名称 

結合後の企業名称に変更はありません。 

 

（6）取得した議決権比率 

① 株式会社広島組  100％ 

② 亀竹産業株式会社 100％ 

 

（7）取得企業を決定するに至った主な根拠 

当社が現金を対価として当該株式を取得したことによるものであります。 

 

2．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳 

取得価格につきましては、売主の意向により非公開とさせていただきます。 

 

3．主要な取得関連費用の内容及び金額 

現時点では確定しておりません。 

 

4．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間 

現時点では確定しておりません。 

 

5．企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳 

現時点では確定しておりません。 
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3．補足情報

（1）受注高・売上高・受注残高内訳表

前第2四半期連結累計期間（自 2019年4月1日 至 2019年9月30日）

①受注高・受注残高

セグメントの名称 受注高（千円） 受注残高（千円）

 建設事業 8,268,173 5,151,518

 土木建築コンサルティング全般等事業 － －

 その他の事業 － －

合  計 8,268,173 5,151,518

（注）当連結企業集団では土木建築コンサルティング全般等事業及びその他の事業は受注生産を行っておりませ

んので、同事業については受注高及び受注残高の記載を省略しております。 

 

②売上高

セグメントの名称 金額（千円）

 建設事業 8,765,315

 土木建築コンサルティング全般等事業 116,646

 その他の事業 11,803

合  計 8,893,766

 

 

当第2四半期連結累計期間（自 2020年4月1日 至 2020年9月30日）

①受注高・受注残高

セグメントの名称 受注高（千円） 受注残高（千円）

 建設事業 7,534,134 3,958,785

 土木建築コンサルティング全般等事業 － －

 その他の事業 － －

合  計 7,534,134 3,958,785

（注）当連結企業集団では土木建築コンサルティング全般等事業及びその他の事業は受注生産を行っておりませ

んので、同事業については受注高及び受注残高の記載を省略しております。 

 

②売上高

セグメントの名称 金額（千円）

 建設事業 7,094,001

 土木建築コンサルティング全般等事業 98,187

 その他の事業 13,499

合  計 7,205,688
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